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今月号の主な内容
■ 広報たかぎ

　・旧中跡地提言  …………………………２

　・次世代ネット説明会終了  ……………３

　・消防庁長官表彰を受賞  ………………４

　・風景写真コンテスト  ……………６・７

■ 健康アップＰＰＫ  ………………８

■ 学校だより

　・飯田養護学校高等部  …………………９

■ 交流センター便り  ………………１０

■ 社協・ひなたぼっこ  ……………１１

■ オフトークたかぎ

　・４月の番組表  …………………………１２

阿島、子供獅子阿島、子供獅子
今年の春祭りから子供獅子舞が新たに加わることになり今年の春祭りから子供獅子舞が新たに加わることになり
子供たちの練習にも力が入ります。子供たちの練習にも力が入ります。
〔関連記事５面〕 （写真提供：阿島区）〔関連記事５面〕 （写真提供：阿島区）
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去
る
二
月
二
十
三
日
、
旧
中
校

舎
等
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
（
委

員
長：

萩
原
順
治
さ
ん
）
か
ら
大

平
村
長
に
、
検
討
委
員
会
の
検
討

結
果
が
提
言
書
と
し
て
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

提
言
で
は
、
当
地
域
を
椋
鳩
十

記
念
館
図
書
館
と
合
わ
せ
た
『
文

化
教
養
ゾ
ー
ン
』
と
し
て
捉
え
る

中
で
、
三
〇
〇
人
規
模
の
多
目
的

ホ
ー
ル
を
備
え
た
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
建
設
が
提
言
さ
れ
て
い
ま

す
。
村
で
は
こ
の
提
言
を
受
け
、

多
く
の
住
民
の
方
の
意
見
を
聞
く

中
で
財
政
面
や
運
用
面
の
検
討
を

お
こ
な
い
、
今
年
中
に
一
定
の
方

向
を
出
し
て
い
く
予
定
を
し
て
い

ま
す
。

旧
中
校
舎
等
周
辺
整
備
提
言
に
あ
た
っ
て

　

毅
然
と
自
立
す
る
村
を
選
択
し
、
行
政
と
住
民
と
が
と
も
に
力
を
合
わ
せ
、
持
続
可
能
な
村

づ
く
り
に
向
け
て
、
多
く
の
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

変
化
の
激
し
い
社
会
に
あ
っ
て
、
人
々
は
、
自
己
の
充
実
・
啓
発
や
生
活
の
向
上
の
た
め
に

豊
か
な
学
習
の
機
会
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

村
民
が
能
力
と
個
性
を
磨
き
、
人
と
人
と
の
交
流
・
連
携
の
な
か
で
相
互
に
啓
発
さ
れ
る
こ

と
を
通
じ
て
、
活
力
溢
れ
る
村
づ
く
り
に
結
び
つ
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
豊
か
な
夢
を
育
み
、
お
年
寄
り
に
は
「 
好  
齢 
の
生
き
が
い
」
を
、
そ
し
て

・ 

・

若
者
に
は
次
の
世
代
を
担
う
に
相
応
し
い
、
展
望
の
も
て
る
村
を
作
っ
て
い
き
た
い
！

　

喬
木
村
に
住
む
住
民
が
、
喬
木
に
住
む
こ
と
に
楽
し
み
を
覚
え
、
胸
を
張
っ
て
「
私
は
喬
木

村
の
人
間
だ
！
」
と
言
え
る
よ
う
な
環
境
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
、
気
軽
に
学
び
あ
い
、
語
り

あ
い
、
ふ
れ
あ
い
、
豊
か
な
文
化
の
か
お
り
溢
れ
る
喬
木
村
を
つ
く
り
た
い
！

　

そ
ん
な
願
い
を
も
っ
て
、
旧
中
跡
地
の
整
備
問
題
を
検
討
し
ま
し
た
。

旧
中
校
舎
等
周
辺
整
備
に
関
わ
る
報
告
書

　

旧
中
校
舎
等
周
辺
整
備
に
つ
い
て
、
十
一
月
六
日
よ
り
十
二
名
の
委
員
に
よ
り
、
一
回
の
先

進
地
視
察
を
含
め
、
五
回
に
わ
た
っ
て
研
究
討
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
状
で
の
利
活
用
に
つ
い
て
当
初
検
討
を
進
め
た
わ
け
で
す
が
、
村
民
が
求
め
る
施
設
の
内

容
や
耐
震
構
造
上
の
問
題
、
内
装
修
理
の
問
題
な
ど
の
点
で
、
新
た
な
施
設─

─

文
化
教
養
ゾ
ー

ン
の
中
核
セ
ン
タ
ー
と
し
て
造
り
か
え
る
事
の
方
が
、
村
の
将
来
に
と
っ
て
有
効
で
あ
り
、
資

産
価
値
も
高
い
と
考
え
ま
す
。　

　

委
員
会
で
は
、
予
算
や
財
政
運
営
上
等
の
課
題
に
は
あ
え
て
踏
み
込
ま
ず
、
別
の
委
員
会
（
建

設
委
員
会
等
）
で
十
分
な
討
議
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
「
文
化
教
養
ゾ
ー
ン
」
の
施
設
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
集
中
審
議
し
ま
し
た
。

　

研
究
審
議
の
経
過
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
に
資
料
と
し
て
添
付
い
た
し
ま
す
が
、
そ
の
よ
う

な
考
え
に
基
づ
い
て
、
体
育
館
は
現
状
で
の
利
活
用
を
図
る
こ
と
と
し
、
教
室
棟
・
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
・
グ
ラ
ン
ド
の
ト
イ
レ
・
照
明
施
設
に
つ
い
て
は
解
体
撤
去
し
、
そ
の
後
、
新
た
な
施
設
の

建
設
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
提
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

旧
中
校
舎
等
周
辺
整
備
提
言
書

　

『
小
さ
く
と
も
ア
ル
プ
ス
の
峰
の
如
く
、
毅
然
と
聳
え
る
美
し
い
村　

喬
木
』
と
す
る
喬
木
村

第
四
次
総
合
振
興
計
画
に
沿
っ
て
、
村
と
村
民
と
の
協
働
に
よ
る
村
づ
く
り
が
力
強
く
進
め
ら

れ
、
文
化
的
に
も
椋
文
学
の
か
お
り
高
い
村
を
目
指
し
て
、
別
添
の
資
料
に
示
し
ま
す
よ
う
に
、

過
去
に
お
い
て
、
現
在
に
お
い
て
、
多
く
の
団
体
や
個
人
が
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
中
学
生
が
巣
立
っ
て
い
っ
た
旧
中
跡
地
は
、
椋
記
念
図
書
館
を
脇
に
抱
え
る
文
化
教

養
ゾ
ー
ン
の
中
核
地
と
し
て
最
適
で
あ
り
、
こ
こ
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
持
つ
多
目

的
ホ
ー
ル
の
建
設
を
提
言
し
ま
す
。

　

村
民
一
人
一
人
が
気
楽
に
利
用
で
き
、
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
学
習
し
、
発
表
し
、

世
代
を
越
え
て
つ
な
が
り
あ
い
、
生
き
が
い
を
持
つ
と
と
も
に
、
能
力
や
個
性
を
磨
き
、
地
域

の
課
題
や
子
育
て
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
豊
か
な
活
力
あ
る
喬
木
村
を
つ
く
る
こ
と
に
多
く
の

住
民
が
誇
り
と
自
信
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
七
、〇
〇
〇
人
の
村
づ
く
り
と
、
更
に
定
住
人
口
の

増
加
へ
の
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

施
設
の
内
容
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
提
言
し
ま
す
。

１　

規
模　
　

三
〇
〇
人
程
度
収
容
規
模
の
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　

複
数
の
学
習
室
と
複
数
の
会
議
室

　
　
　
　
　
　

展
示
・
発
表
の
た
め
の
広
め
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　

駐
車
場
と
芝
生
の
緑
地
公
園

２　

進
入
路
な
ど
の
道
路
整
備
・
排
水
路
整
備

萩原委員長から提言書が出されました
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次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
説
明
会
終
了

次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
説
明
会
終
了

　

会
場
に
一
、三
〇
〇
世
帯

６３

全
世
帯
加
入
に
向
け
事
業
推
進

　

平
成
十
九
年
度
村
の
主
要
事
業

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
次

世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
小
規
模
説

明
会
は
、
一
月
十
七
日
の
開
始
以

来
三
月
の
四
日
ま
で
村
内
六
十
三

会
場
で
開
催
さ
れ
、
参
加
世
帯
が

一
、二
七
〇
世
帯
（
全
村
の
約
七

割
）
と
事
業
へ
の
関
心
が
表
れ
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
説
明
会
に

合
わ
せ
行
っ
た
加
入
希
望
調
査
で

も
、
九
十
九
％
の
世
帯
か
ら
加
入

希
望
が
寄
せ
ら
れ
る
結
果
と
な
り
、

全
世
帯
加
入
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
に
向
け
、
大
き
な
弾
み
と
な
る

結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
新
年
度
早
々
か
ら
本

格
的
な
事
業
着
手
に
向
け
実
施
設

計
や
放
送
、
通
信
事
業
者
と
の
調

整
を
行
い
、
平
成
十
九
年
度
末

（
平
成
二
十
年
三
月
）
の
完
成
を

め
ざ
し
事
業
を
進
め
る
計
画
で
す
。

次世代ネットワーク小規模説明会　地区別出席状況

出席率出席戸数対象戸数開催会場数１６地区

64%145225７会場北

108%4138２会場寺の前

63%4470２会場帰牛原

63%2540２会場郭

63%107169４会場町

63%119190７会場南

65%72110４会場馬　場

73%2737１会場両　平

61%4676３会場田上川

60%5795３会場上　平

70%205292５会場伊久間

76%176232１１会場富　田

74%4054２会場大和知

60%3863２会場氏　乗

79%4253３会場大　島

69%4464４会場加々須

390１会場全体会

70%1,2671,808６３会場合　計

加入希望調査集計（３月14日集計分まで）

1,423戸・加入する
○次世代ネットワーク

32戸・加入しない

454戸・自主＋ＢＳ
○飯田ケーブルテレビ

507戸・自主＋ＢＳ＋ＣＳ

777戸・Ｂ－フレッツ○ＮＴＴ東日本

説

明

会

で

の

質

問

と

返

答

地
区
の
公
民
館
等
の
宅
内
工

事
は
ど
こ
で
負
担
す
る
の
か

：

消
防
詰
所
に
つ
い
て
は
村
で
負

担
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
地
区

施
設
は
利
用
料
も
含
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
で
負
担
を
お
願
い

し
た
い
。

同
一
敷
地
に
二
世
帯
（
二
棟
）

家
が
建
っ
て
い
る
。
加
入
は

一
件
と
出
来
る
か

：

O
N
U
か
ら
接
続
す
る
ア
ン
テ

ナ
線
が
共
有
で
き
れ
ば
一
件
加

入
が
可
能
で
す
が
、
一
件
加
入

で
は
ス
ピ
ー
カ
ー
の
支
給
が
一

台
と
な
り
、
二
台
目
は
実
費
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
二
件
加
入

で
あ
れ
ば
利
用
料
は
二
倍
と
な

り
ま
す
が
、
ス
ピ
ー
カ
ー
は
二

台
支
給
さ
れ
る
の
で
、
ど
ち
ら

が
有
利
か
検
討
し
て
下
さ
い
。

宅
内
工
事
の
見
積
は
、
統
一
し

た
単
価
で
行
わ
れ
る
の
か

：

飯
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
単
価

を
定
め
て
お
り
、
指
定
の
電
気

工
事
店
が
行
う
見
積
単
価
は
同

一
と
な
り
ま
す
。
指
定
店
の
名

簿
は
、
事
前
に
配
布
を
行
い
ま

す
。

加
入
申
込
み
を
し
引
き
込
み
工

事
を
行
っ
た
後
、
宅
内
工
事
を

行
わ
ず
に
お
く
こ
と
は
可
能
か

：

引
き
込
み
工
事
後
は
、
速
や
か

に
宅
内
工
事
を
行
っ
て
も
ら
い

ま
す
。（
導
通
確
認
の
た
め
に

も
）

事
業
完
成
後
の
オ
フ
ト
ー
ク
撤

去
は
村
が
行
う
の
か

：

村
が
行
う
予
定
で
す
。

飯
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
Ｂ
フ

レ
ッ
ツ
の
加
入
は
、
村
の
加
入

と
同
時
で
な
け
れ
ば
出
来
な
い

か

：

村
の
加
入
が
終
了
し
て
い
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
時
期
を
ず
ら
し
て
も

加
入
が
可
能
で
す
。
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平成１９年４月１日から
児童手当制度が拡充されます

○拡充の内容

　我が国における急速な少子化の進行等を踏まえ、

若い子育て世帯等の経済的負担の軽減を図る観点

から、３歳未満の乳幼児の養育者に対する児童手

当の額を、第１子及び第２子について倍増し、出

生順位にかかわらず一律月１万円となります。

　なお、３歳以上の児童の児童手当の額、支給対

象年齢及び所得制限限度額については現行どおり

です。

※今回の改正では、受給者から特段の手続きを行

う必要はありません。

　なお、平成１９年４月から３才未満の児童手当の

額は一律月額１万円になりますが、３歳到達後

の翌月からは、第１子及び第２子の手当額は５

千円となります。

〈０歳以上３才未満の児童の養育者に対する児童手当〉

（ 改　正）（現　行）

月額　１万円（倍増）→月額　５千円第１子、第２子

月額　１万円（現行のとおり）→月額　１万円第３子以降

〈３歳以上（現行どおり）〉

月額　５千円第１子、第２子

月額　１万円第３子以降

施行日：平成１９年４月１日（拡充後の最初の支給月　平成１９年６月）

詳しくは、
役場健康推進室（公務員の方は勤務先）にお問い合わせください。
TEL３３－５１２５　又は３３－２００１（内線１２０）

狂
犬
病
予
防
注
射
の

狂
犬
病
予
防
注
射
の

おおおおおおおおおお
しししししししししし
らららららららららら
せせせせせせせせせせ

お
し
ら
せ

【予防注射日程】

時　　間場　　　所地　区期　日

９：１０～９：２０野田原会所野田原・田の口

４月３日
（火）

９：３０～９：４０西村バス停
大 島

９：５０～１０：００牧畑集落センター

１０：１０～１０：２０加々須区民会館
加 々 須

１０：２５～１０：３５桃添中倉庫

１０：４５～１０：５５集落センター寺 の 前

１１：０５～１１：２５消防センター北

１３：１０～１３：３０第一公民館郭 ・ 町

１３：３５～１３：５５農事集会所南

１４：０５～１４：１５帰牛原公民館帰 牛 原

１４：２５～１４：３５上の原集会所上 の 原

１４：４０～１４：５０上平集落センター上 平

１５：００～１５：１０医泉寺川南・上耕地

１５：１５～１５：２５田上川消防センター田 本 平

１５：３０～１５：５０中央社会体育館馬 場 ・ 両 平

９：１０～９：２０氏乗公民館
氏 乗

４月４日
（水）

９：２５～９：３５氏乗分店跡

９：４０～９：５０大和知公民館大 和 知

９：５５～１０：１５第二公民館富 田

１０：３５～１１：００農産物加工センター伊 久 間

１１：１０～１１：２０役場前※

１３：３０～１５：００訪問注射希 望 者

※地区の集合注射が受けられない方は、役場前での集合注射か訪問注射をご利用下

さい。

※犬の健康に異常のある場合及び過去に狂犬病予防注射後に異常を起こしたことの

ある犬は、動物病院で接種して下さい。

【持ち物】 ○送付されたハガキ（注射済票交付申請書）

 ○注射代金　３，２２０円（釣り銭の要らないようご用意下さい）

【その他】 ○新規登録の場合は、別途登録料　３，０００円が必要です。

 ○訪問注射を希望される方は、事前に環境保全係までご連絡下さい。

 　（別途訪問注射代２，５００円が必要となります）

 ○飼い犬が死亡している場合は、環境保全係までご連絡下さい。

下
記
の
と
お
り
、狂
犬
病
予
防
注
射
を
お
こ
な
い
ま
す
。
狂
犬
病

予
防
注
射
を
飼
い
犬
に
受
け
さ
せ
る
こ
と
は
、飼
い
主
の
義
務
で

す
。
年
に
一
回
は
、必
ず
注
射
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
こ
の
機
会
に
予
防
注
射
の
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

喬
木
村
消
防
団　

消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
賞

　

喬
木
村
消
防
団
が
３
月
２

日　

東
京
都
港
区
の
日
本
消
防

会
館
に
て
消
防
功
労
者
消
防
長

官
表
彰
竿
頭
綬
の
授
与
を
受
け

ま
し
た
。（
竿
頭
綬
は
、
消
防

本
部
の
消
防
隊
や
消
防
団
な
ど
、

団
体
で
の
功
績
・
実
績
を
た
た

え
る
た
め
に
授
与
す
る
綬

（
じ
ゅ
）、
旗
に
装
着
す
る
金
具

に
記
章
と
実
績
を
記
し
た
長
い

リ
ボ
ン
の
こ
と
）

　

こ
の
日
竿
頭
綬
を
授
与
さ
れ

た
の
は
、
全
国　

消
防
団
、
長

３３

野
県
内
３
消
防
団
で
、
喬
木
村

消
防
団
は
昨
年
の
日
本
消
防
協

会
表
彰
に
続
い
て
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　

消
防
団
は
、
少
子
化
や
社
会

構
造
の
変
化
で
団
員
数
が
急
激

に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
火
災

の
み
な
ら
ず
、
近
年
の
異
常
な

自
然
災
害
の
増
加
に
よ
り
益
々

地
域
防
災
の
要
と
し
て
の
そ
の

重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
の
方
に
入
団
し
て

い
た
だ
き
、
消
防
団
の
機
能
が

維
持
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

お問い合わせ先　　　環境保全係　�３３－５１２６

 
過
去
の
受
賞 

昭
和　

年　

月　

日

45

10

30

日
本
消
防
協
会
優
良
消
防
団　

竿
頭
綬

平
成　

年
２
月　

日

18

10

日
本
消
防
協
会
優
良
消
防
団　

表
彰
旗

情報誌 ２００7.45

平成１８年度コミュニティ助成事業平成１８年度コミュニティ助成事業

阿島子供獅子用具を整備
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　阿島区では、春祭りで披露する伝統の獅子舞

を、小学生を中心とした子供たちに継承する事

業を行っていますが、祭の当日、その練習成果

を披露できるよう子供獅子の用具購入を行いま

した。新しくそろえた獅子は、囃子を演奏する

子供たちを乗せる台車が用意されており、４月

の本番を前に熱心な練習が続けられています。

　今回の事業にはコミュニティ助成金（宝くじ

事業）が充てられています。

　

人
事
院
・
国
税
庁
で
は
、「
国

税
専
門
官
採
用
試
験
」
の
受
験
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

受
験
資
格
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
受
験
資
格

・
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
生
ま

れ
の
方

・
昭
和
六
十
一
年
四
月
二
日
以
降

生
ま
れ
の
方
で
次
に
掲
げ
る
も

の
�
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成

二
十
年
三
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
方

�
人
事
院
が
�
に
掲
げ
る
方
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

○
受
験
受
付
期
間

　

平
成
十
九
年
四
月
二
日
�
か
ら

　

平
成
十
九
年
四
月
十
三
日
�
ま
で

　

詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

ま
た
は
飯
田
税
務
署
総
務
課

（
�　

－

1
1
6
5
）
ま
で
お
問
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い
合
せ
く
だ
さ
い
。

平
成　

年
度

１９

国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
者
募
集

ふ
る
里
就
職
の
集
い

飯
田
2
0
0
8

　

来
春
、
大
学
・
短
大
・
専
修
学

校
等
卒
業
予
定
の
学
生
を
対
象
に

就
職
面
接
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

当
日
は
、
企
業
の
担
当
者
と
直
接

面
接
が
で
き
、
求
人
条
件
等
の
詳

細
・
応
募
に
つ
い
て
等
が
聞
け
る

ほ
か
、
各
種
資
料
・
情
報
の
提
供
、

相
談
等
に
応
じ
ま
す
。

○
日　

時

　

五
月
十
八
日
�

　

午
後
一
時
〜
午
後
四
時

　

（
受
付
は
午
後
三
時
ま
で
）

○
場　

所

　

シ
ル
ク
プ
ラ
ザ

　

�　

－

1
1
1
0
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○
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田

　

（
飯
田
公
共
職
業
安
定
所
）

　

�　

－

8
6
0
9
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4
月
の
結
婚
相
談
日

○
日　

時

　

四
月
十
四
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
三
十
分
〜
午
後
九
時

○
場　

所

　

喬
木
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
せ

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
係

　

担
当：

市　

瀬

　

電
話：

　

－

５
１
２
３

３３

平
成
二
十
年

歌
会
始
の
お
題

　

「
火
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

�
「
火
」
に
は
例
え
ば
、
と
も
し

び
（
灯
火
）・
ほ
む
ら
（
火
群
）・

ほ
な
か
（
火
中
）
な
ど
の
用
例
が

あ
り
ま
す
が
、
必
ず
「
火
」
の
文

字
を
使
用
し
て
下
さ
い
。

○
詠
進
の
期
間

　

お
題
発
表
の
日
か
ら
九
月
三
十

日
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、

消
印
が
九
月
三
十
日
ま
で
の
も
の

を
有
効
と
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
せ

　

宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返

信
用
切
手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え

信
州
大
学
市
民
開
放
授
業

受
講
者
募
集

　

信
州
大
学
で
は
、
大
学
の
授
業

を
学
生
と
と
も
に
受
講
す
る
機
会

を
下
記
に
よ
り
一
般
市
民
及
び
高

校
生
の
方
々
に
開
放
し
て
お
り
ま

す
。
本
学
の
学
生
・
教
職
員
と
と

も
に
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

○
開
講
期
間

前
期　

平
成
十
九
年
四
月
〜

　
　
　
　
　

平
成
十
九
年
七
月

通
年　

平
成
十
九
年
四
月
〜

　
　
　
　
　

平
成
二
十
年
二
月

（
後
期　

平
成
十
九
年
十
月
〜

　
　
　
　

平
成
二
十
年
二
月
）

○
受
講
料

　

前
期
開
講
科
目　

九
、四
〇
〇
円

　

（
一
授
業
科
目
）

　

詳
し
く
は
、
募
集
案
内
の
「
市

民
開
放
授
業
科
目
一
覧
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
事
前
説
明
会

　

平
成
十
九
年
四
月
三
日
�

　

午
後
二
時
〜

　

信
州
大
学
旭
キ
ャ
ン
パ
ス

○
募
集
案
内
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　

・
配
布
窓
口

　

総
合
窓
口

　

（
学
務
課
教
務
グ
ル
ー
プ
）

　

�
0
2
6
3－

　

－

2
8
7
0
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※
募
集
案
内
（
市
民
開
放
授
業
科

目
一
覧
を
含
む
。）に
つ
い
て
は

本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
い
た
し
ま
す
。

宝くじは、豊かさ築くチカラ持ち

て
、
九
月
二
十
日
ま
で
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

U
R
L
：
h
ttp
://w

w
w
.sh
in
sh
u

-u
.a
c.jp
/h
tm
l/sh
im
in
/


